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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成25年8月1日(2013.8.1)

【公表番号】特表2012-532754(P2012-532754A)
【公表日】平成24年12月20日(2012.12.20)
【年通号数】公開・登録公報2012-054
【出願番号】特願2012-520008(P2012-520008)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  20/10     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/64     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/70     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/32     (2006.01)
   Ｃ０１Ｂ  33/40     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ  20/10    ＺＡＢＣ
   Ｂ０１Ｄ  53/34    １３６Ａ
   Ｂ０１Ｄ  53/34    １３４Ｅ
   Ｂ０１Ｊ  20/32    　　　Ｚ
   Ｃ０１Ｂ  33/40    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年6月13日(2013.6.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、最小限の化合物、好適には非官能化物である固体吸収材を含有する、燃焼排
ガス中の重金属およびダイオキシンを低減するための組成物に関する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明の目的は、最初に述べたような組成物を提供することによる、従来技術の欠点の
解決策を見出すことである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　実際、全く思いがけなくそして予測できない手段で、塩としてのハロゲン化物を添加し
た無機化合物が、製造および適用が簡単で危険でない同一でただひとつの無機化合物を用
いることによって、燃焼排ガス中に存在する特にガス状でのダイオキシンおよび重金属の
共に且つ効果的な低減を可能とすることを見出したのである。
　本発明は、燃焼排ガス中の重金属およびダイオキシンを低減させるための、無機化合物
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、好適には非官能化物である固体吸収材料を含む組成物であって、前記無機化合物がダー
ナー（Ｄａｎａ）の分類による「パリゴルスカイト－セピオライト（ｐａｌｙｒｏｒｓｋ
ｉｔｅ－ｓｅｐｉｏｌｉｔｅ）」群のフィロケイ酸塩から選択され、前記無機化合物が、
ハロンゲン化物塩を添加されていて且つ初期の結晶構造を保持していて、前記ハロンゲン
化物塩が組成物の質量に基づいて無水ベースで０．５質量％～２０質量％の量で存在する
ことを特徴とする、前記組成物に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　有利には、本発明による無機化合物は粉末状にある、すなわち粒子のサイズは過半数が
（９０％より多くが）１ｍｍより小さく且つ基本的に１μｍより大きい、すなわち本発明
による無機化合物は好適には１ｍｍ未満のｄ９０を有する。
　ｄ９０とは、粒子の９０％がその値より小さいサイズを有するような、粒子サイズに係
る分布曲線の補間値である。
　予想外に、ハロゲン化物塩を添加したこれらの無機化合物が、特にガス状で効率よく重
金属、特に水銀そして特に燃焼排ガス中の水銀金属Ｈｇ０を低減させる可能性を与え、一
方でこれら無機化合物が添加なしで有するダイオキシンを低減させる特性、特に初期の結
晶構造を保持していることを示すことができた。
【手続補正５】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃焼排ガス中の重金属およびダイオキシンを低減させるための、無機化合物、好適には
非官能化物である固体吸収材料を含む組成物であって、前記無機化合物がダーナーの分類
による「パリゴルスカイト－セピオライト」群のフィロケイ酸塩から選択され、前記無機
化合物が、ハロンゲン化物塩を添加されていて且つ初期の結晶構造を保持していて、前記
ハロンゲン化物塩が組成物の質量に基づいて無水ベースで０．５質量％～２０質量％の量
で存在することを特徴とする、前記組成物。
【請求項２】
　前記無機化合物が、ダーナーの分類によるセピオライトの下位群のフィロケイ酸塩のグ
ループから選択される請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記ハロゲン化物塩が、アルカリハロゲン化物又はアルカリ土類のハロゲン化物などで
あり、好適にはＮａＣｌ、ＮａＢｒ、ＮａＩ、ＫＣｌ、ＫＢｒ、ＫＩ、ＣａＣｌ２、Ｃａ
Ｂｒ２、ＣａＩ２、ＭｇＣｌ２、ＭｇＢｒ２、ＮＨ４Ｃｌ、ＮＨ４Ｂｒ又はＮＨ４Ｉもし
くはこれらの混合物からなる群から選択される請求項１又は２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記ハロゲン化物塩が、組成物の質量に基づいて無水ベースで１質量％～１５質量％、
特に１．５質量％～１０質量％のハロゲン化物塩の量で存在する請求項１～３のいずれか
１項に記載の組成物。
【請求項５】
　前記ハロゲン化物塩を添加した無機化合物が、７０～１７０ｍ２／ｇ、好適には８０～
１４０ｍ２／ｇそして特に９０～１３０ｍ２／ｇの範囲からなるＢＥＴ比表面積を有する
請求項１～４のいずれか１項に記載の組成物。



(3) JP 2012-532754 A5 2013.8.1

【請求項６】
　前記ハロゲン化物塩を添加した無機化合物が、窒素脱着等温線に適用されたＢＪＨ法に
より測定される０．１５～０．３２ｃｍ３／ｇ、好適には０．２０～０．３０ｃｍ３／ｇ
そして特に０．２２～０．２８ｃｍ３／ｇの範囲からなる細孔容積を有する請求項１～５
のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項７】
　重金属およびダイオキシンを低減するための組成物を製造する方法であって、工程：
　ダーナーの分類による「パリゴルスカイト－セピオライト」群のフィロ珪酸塩から選択
される無機化物、好適には非官能化物である固体吸着材を提供する工程、
　前記組成物の質量に基づいて無水ベースで０．５質量％～２０質量％の量となる割合で
ハロゲン化物塩を提供する工程、および
　前記無機化合物と前記ハロゲン化物塩とを接触させて、ハロゲン化物塩を添加した無機
化合物を形成する工程
を含む、前記方法。
【請求項８】
　前記無機化合物と前記ハロゲン化物塩との接触が攪拌によって達成される請求項７に記
載の方法。
【請求項９】
　前記提供される無機化合物が、０．１～１００ｇ／ｋｇ、有利には２～９０ｇ／ｋｇの
範囲からなる湿度を有する請求項７又は８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記接触が室温で行われる請求項７～９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ハロゲン化物塩が液状中、水相中にある請求項７～１０のいずれか１項に記載の方
法。
【請求項１２】
　前記無機化合物と前記ハロゲン化物塩とを接触させるための前記工程が、任意的に攪拌
を用いての前記無機化合物上への前記ハロゲン化物塩の噴霧である請求項７～１１のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記無機化合物とハロゲン化物塩とを接触させるための前記工程が、任意的に攪拌しな
がら液相中、前記ハロゲン化物塩中での前記無機化合物の浸漬である請求項１１に記載の
方法。
【請求項１４】
　液相中での前記ハロゲン化物塩が、前記溶液の全質量に基づいて１％～３０％、特に５
％～２７％、好適には１０％～２７％の範囲からなるハロゲン化物塩の含有量を有する水
溶液である請求項１１～１３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　さらに、好適には６０～２００℃、特に７５～１７０℃の範囲からなる温度でハロゲン
化物塩を添加した前記無機化合物を乾燥および／又は脱集塊化するための１つ以上の工程
を含む請求項７～１４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ハロゲン化物塩が、アルカリハロゲン化物又はアルカリ土類ハロゲン化物などであ
り、好適にはＮａＣｌ、ＮａＢｒ、ＮａＩ、ＫＣｌ、ＫＢｒ、ＫＩ、ＣａＣｌ２、ＣａＢ
ｒ２、ＣａＩ２、ＭｇＣｌ２、ＭｇＢｒ２、ＮＨ４Ｃｌ、ＮＨ４Ｂｒ又はＮＨ４Ｉもしく
はこれらの混合物からなる群から選択される請求項７～１５のいずれか１項に記載の方法
。
【請求項１７】
　燃焼排ガス中の、好適にはガス状態でのダイオキシンと重金属、特に水銀、そしてその
中でも水銀金属Ｈｇ０を低減するための請求項１～６のいずれか１項に記載の組成物の利
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用法。
【請求項１８】
　塩基性剤、例えば石灰と共に混合物としての請求項１７に記載の利用法。
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